






























































青木 優一，? 齋藤由美子，? 恵良真由美?
(１ 群馬大医・附属病院・患者支援セン
ター）
（２ 同 看護部）
【はじめに】 終末期におけるがん患者の積極的な治療
後,残された時間をどのように過ごしていくか,という
課題を抱える患者・家族の事例を通し,意思決定におけ
る患者・家族の迷いや葛藤に対する支援について,学ん
だことを報告させていただく.【事 例】 30歳代・男
性・脳腫瘍 脳腫瘍に対する放射線治療が終了し,抗がん
剤の内服は継続していくが,予後も長くないことの説明
が医師より家族へあり,今後のことを決めるのにどうし
たらいいか悩み,医師からの勧めもあり,母が患者支援
センターへ相談に来たことから介入が始まる.【経
過】 母は,?息子には,夢があり,希望をまだ持たせてあ
げたい.」との思いから,予後は患者本人に伝えてほしく
ないとの意向であり,患者本人は,?自分が今後どうなる
か分からないから,どうしたらいいか分からない.」との
思いでいっぱいである.面談を繰り返し,迷いや葛藤が
出るたびに,寄り添い思いを聴く面談をしていく中で,
母より,?今まで何でも,本人と娘,3人で決めてきた.支
えながらやってきた.」と,今まで家族でどのように困難
を乗り越えてきたのかを話すことができるようになり,
本人へ全て告知し,一緒に今後を考えていかなくてはと
気付くことができた.その後,医師からの病状説明を受
け,本人からは,?あまり残された時間がないのであれば,
家族との時間を大事にしたい.」との意向であることを表
出できるようになる.本人が母親の負担を思い,転院と
なったが,その後,自宅に戻り,本人の希望であった家族
と一緒に過ごしている.【考 察】 この事例では,家族
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